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発表題目：Formation of kaon bound states by kaon beam
　現在研究を行っている、K中間子束縛状態について上記のような題目で発表を行いました。発表時間は、日本の物理学会と同じで質疑を含めて15分でした。英語の発表は、今までに何度か経験がありましたので、特に緊張して言葉が出なくなるということもなく、準備をしたとおりきちんと発表ができたと思います。発表の内容については、非常に活発に議論が行われているK中間子束縛状態に関するもので、また実験データと直接比較できる計算結果であるということからも大変興味を持って聞いてもらえたと思います。質疑の時間を大幅に超える活発な議論が出来ました。聴衆の中には、もちろん実験の方も含まれていましたので、実際に実験で観測する際の分解能の精度や、理論計算で選んだ標的核の面白味などについて具体的に質問をされました。質問の内容は理解することができましたが、英語の能力が足りずに、うまく応対できない場面もありました。

　今回の経験で、英語の発表においても自分できちんと応対できるように、さらに努力をしようと思いました。
